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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成23年9月29日(2011.9.29)

【公開番号】特開2010-54771(P2010-54771A)
【公開日】平成22年3月11日(2010.3.11)
【年通号数】公開・登録公報2010-010
【出願番号】特願2008-219202(P2008-219202)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｇ   9/09     (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ   9/08     (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ   9/087    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｇ   9/08    ３６１　
   Ｇ０３Ｇ   9/08    ３６５　
   Ｇ０３Ｇ   9/08    ３８４　

【手続補正書】
【提出日】平成23年8月16日(2011.8.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
結着樹脂と、離型剤と、下記式（１）の構造を有する着色剤と、中心金属が、Ｃｒ、Ｆｅ
、Ｃｏ、Ｚｎ、及びＭｎからなる群から選ばれるいずれかの金属である金属フタロシアニ
ン及び／又は金属フタロシアニン誘導体とを少なくとも含有するマゼンタトナー粒子を有
するマゼンタトナーであって、
前記トナーに対する微小圧縮試験において、測定温度２５℃で、前記トナー１粒子に負荷
速度９．８×１０－５Ｎ／ｓｅｃで２．９４×１０－４Ｎの最大荷重をかけ終えたときに
得られる変位量（μｍ）を変位量Ｘ２、前記最大荷重をかけ終えた後、前記最大荷重で０
．１秒間放置して得られる変位量（μｍ）を最大変位量Ｘ３、前記０．１秒間放置後、除
荷速度９．８×１０－５Ｎ／ｓｅｃで除荷し、荷重が０となったときに得られる変位量（
μｍ）を変位量Ｘ４、前記最大変位量Ｘ３と変位量Ｘ４との差を弾性変位量（Ｘ３－Ｘ４

）とし、前記弾性変位量（Ｘ３－Ｘ４）の前記最大変位量Ｘ３に対する百分率［｛（Ｘ３

－Ｘ４）／Ｘ３｝×１００：復元率］をＺ（２５）（％）としたときに、Ｚ（２５）が、
６０≦Ｚ（２５）≦９０、を満足することを特徴とするマゼンタトナー。
【化１】

［前記式（１）中、Ｒ１～Ｒ３は、水素原子、若しくはハロゲン原子、又はアルキル基、
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アルコキシ基、ニトロ基、アニリド基、及びスルファモイル基からなる群より選ばれる置
換基を示し、Ｒ４は、－ＯＨ、－ＮＨ２、
【化２】

、及び
【化３】

からなる群より選ばれる置換基を示し、Ｒ５～Ｒ８は、水素原子、若しくはハロゲン原子
、又はアルキル基、アルコキシ基、ニトロ基からなる群より選ばれる置換基を示す。］
【請求項２】
前記トナーに対する微小圧縮試験において、測定温度５０℃で、前記トナー１粒子に負荷
速度９．８×１０－５Ｎ／ｓｅｃで２．９４×１０－４Ｎの最大荷重をかけ終えたときに
得られる変位量（μｍ）を変位量Ｘ２、前記最大荷重をかけ終えた後、前記最大荷重で
０．１秒間放置して得られる変位量（μｍ）を最大変位量Ｘ３、前記０．１秒間放置後、
除荷速度９．８×１０－５Ｎ／ｓｅｃで除荷し、荷重が０となったときに得られる変位量
（μｍ）を変位量Ｘ４、前記最大変位量Ｘ３と変位量Ｘ４との差を弾性変位量（Ｘ３－Ｘ

４）とし、前記弾性変位量（Ｘ３－Ｘ４）の前記最大変位量Ｘ３に対する百分率［｛（Ｘ

３－Ｘ４）／Ｘ３｝×１００：復元率］をＺ（５０）（％）としたときに、Ｚ（５０）が
、１０≦Ｚ（５０）≦５５、の関係を満足することを特徴とする請求項１に記載のマゼン
タトナー。
【請求項３】
前記式（１）の構造を有する着色剤の比伝導度が、４０～６０μＳ／ｃｍであることを特
徴とする請求項１又は２に記載のマゼンタトナー。
【請求項４】
前記式（１）の構造を有する着色剤は、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ Ｒｅｄ ３１、１４６、
１５０、１８５、２３８、又は２６９であることを特徴とする請求項１乃至３のいずれか
１項に記載のマゼンタトナー。
【請求項５】
前記マゼンタトナー粒子は、スルホン酸基、スルホン酸塩基又はスルホン酸エステル基を
有する重合体を含有することを特徴とする請求項１乃至４のいずれか１項に記載のマゼン
タトナー。
【請求項６】
前記マゼンタトナー粒子は、極性樹脂を含有しており、前記極性樹脂のガラス転移温度が
８０乃至１２０℃であることを特徴とする請求項１乃至５のいずれか１項に記載のマゼン
タトナー。
【請求項７】
前記金属フタロシアニン及び／又は金属フタロシアニン誘導体が、マゼンタトナー粒子中
において、結着樹脂１００質量部に対して０．００１乃至１．０００質量部含有されてい
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ることを特徴とする請求項１乃至６のいずれか１項に記載のマゼンタトナー。
【請求項８】
前記金属フタロシアニン及び／又は金属フタロシアニン誘導体の中心金属がＺｎであるこ
とを特徴とする請求項１乃至７のいずれか１項に記載のマゼンタトナー。
【請求項９】
前記マゼンタトナー粒子に含有される前記式（１）の構造を有する着色剤と金属フタロシ
アニン及び／又は金属フタロシアニン誘導体との含有量の質量比が、１０乃至５００であ
ることを特徴とする請求項１乃至８のいずれか１項に記載のマゼンタトナー。
【請求項１０】
前記マゼンタトナー粒子は、少なくとも重合性単量体、着色剤、及び離型剤を含有する重
合性単量体組成物を水系媒体中に分散、造粒し、重合性単量体を重合することにより得ら
れたトナー粒子であることを特徴とする請求項１乃至９のいずれか１項に記載のマゼンタ
トナー。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　本発明は、結着樹脂と、離型剤と、下記式（１）の構造を有する着色剤と、中心金属が
、Ｃｒ、Ｆｅ、Ｃｏ、Ｚｎ、及びＭｎからなる群から選ばれるいずれかの金属である金属
フタロシアニン及び／又は金属フタロシアニン誘導体とを少なくとも含有するマゼンタト
ナー粒子を有するマゼンタトナーであって、前記トナーに対する微小圧縮試験において、
測定温度２５℃で、前記トナー１粒子に負荷速度９．８×１０－５Ｎ／ｓｅｃで２．９４
×１０－４Ｎの最大荷重をかけ終えたときに得られる変位量（μｍ）を変位量Ｘ２、前記
最大荷重をかけ終えた後、前記最大荷重で０．１秒間放置して得られる変位量（μｍ）を
最大変位量Ｘ３、前記０．１秒間放置後、除荷速度９．８×１０－５Ｎ／ｓｅｃで除荷し
、荷重が０となったときに得られる変位量（μｍ）を変位量Ｘ４、前記最大変位量Ｘ３と
変位量Ｘ４との差を弾性変位量（Ｘ３－Ｘ４）とし、前記弾性変位量（Ｘ３－Ｘ４）の前
記最大変位量Ｘ３に対する百分率［｛（Ｘ３－Ｘ４）／Ｘ３｝×１００：復元率］をＺ（
２５）（％）としたときに、Ｚ（２５）が、６０≦Ｚ（２５）≦９０、を満足することを
特徴とするマゼンタトナーに関する。
【化１】

［前記式（１）中、Ｒ１～Ｒ３は、水素原子、若しくはハロゲン原子、又はアルキル基、
アルコキシ基、ニトロ基、アニリド基、及びスルファモイル基からなる群より選ばれる置
換基を示し、Ｒ４は、－ＯＨ、－ＮＨ２、
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【化２】

、及び
【化３】

からなる群より選ばれる置換基を示し、Ｒ５～Ｒ８は、水素原子、若しくはハロゲン原子
、又はアルキル基、アルコキシ基、ニトロ基からなる群より選ばれる置換基を示す。］

【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１１】
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【表１】
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